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　全国の健保組合は、各々が保有している加入者の健診データ、医療データを分析し、その結果に基づいてより効果的 /
効率的な保健事業を実施するという取り組みを始めることになりました。これを「データヘルス」といい、来年度より、第
1期の 3 年間がスタートします。
　マツダ健保におきましても、みなさまの「健康寿命の延伸」、事業主の「健康経営」、健保組合の「医療費の適正化」に向け、
データヘルス計画を策定しましたので概要をお知らせいたします。
　被保険者の生活習慣改善のため、従来にも増して事業主との協働を推進します。特に 40 歳以上の方々におかれまして
は、ご自分の健康に関心を持ち、保健事業を健康づくりにご活用くださいますよう、お願いいたします。

偏食、運動不足、喫煙、ストレスといった普段の習慣が、高血圧症、糖尿病、脂質異常症、動脈硬化症、心筋
梗塞、脳卒中といった生活習慣病の発症、進行に深く関わっていることがわかっています。そこで、40 歳
以上の人を対象に、健診により「内臓脂肪型肥満があり、加えて高血圧、高血糖、脂質異常のうち2つ以
上が重なったメタボリックシンドロームの状態」の人を発見し、保健師 / 管理栄養士等の専門スタッフが
「動機付け支援」「積極的支援」といった、生活習慣の改善をサポートする取り組みが実施されています。
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保健事業の実施計画保健事業の実施計画保健事業の実施計画

現状 ②特定健診・特定保健指導の実施状況現状 ②特定健診・特定保健指導の実施状況現状 ②特定健診・特定保健指導の実施状況

「データヘルス」平成27年度よりスタート
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消化器系の疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患
損傷、中毒及びその他の外因の影響
腎尿路生殖器系の疾患
精神及び行動の障害
感染症及び寄生虫症
眼及び付属器の疾患 
皮膚及び皮下組織の疾患
神経系の疾患
他に分類されないもの
妊娠、分娩及び産じょく
耳及び乳様突起の疾患 
周産期に発生した病態 
先天奇形、変形及び染色体異常
血液及び造血器の疾患
保健サービスの利用
合計
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生活習慣病の「新生物 (がん等 )」「循環器系疾患」「内分泌・
栄養および代謝疾患」が2位～4位の上位にあり、3疾病合
計で医療費全体の27.3％を占めています。

他の健保組合よりも特定健診の受診率は高い
と言えます（H24 年他健保平均…被保険者
81.4%、被扶養者38.6%）。
しかし、受診するか否かが本人の意思に委ねら
れる被扶養者の受診率は伸び悩んでいます。　

被保険者の特定保健指導対象者発生率は、他
健保よりも高くなっています（H24年他健保平
均…被保険者21.5%、被扶養者7.0%）。

被保険者の特定保健指導終了率が低迷してい
ます（H24年他健保平均…被保険者15.8%、
被扶養者6.0%）。
被保険者に対して特定保健指導を実施してい
る事業主が限られています。

若年層では「呼吸器系疾患」の割合が高いのですが、40歳以降では「新生物 (がん
等 )」「循環器系疾患」「内分泌・栄養および代謝疾患」といった生活習慣病の割合が
高くなります。 
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特定健診の受診率

・40 歳以上の加入
者の 10% 相当の
人は、血糖、血圧、
脂質のいずれかに
受診した方が良い
レベルの異常を
抱えていますが、
放置しています。

・生活習慣病が重
症化するほど、医
療費は急激に増
加しています。

健康マップ
期間：H25年 4月～H26年 3月　対象者：40歳～ 64歳の特定健診受診者（被保険者&被扶養者）

←　     未通院（生活習慣病治療のための通院歴がない人）     → ←通院 /入院（生活習慣病治療歴のある人）→

正常 不健康な生活 患者予備群 治療放置群 生活習慣病 重症化 生活機能低下

正常値 保健指導が
必要なレベル

病院で診察を受けた
ほうが良いレベル

治療する必要が
あるレベル

合併症は
ない状態

合併症に
進行した状態 重篤な状態

血糖：110mg/dl 未満 
又は HbA1c：5.6% 未満

血圧：85/130mmHg 未満

中性脂肪：150mg/dl 未満
又は LDL：120 未満
又は HDL：40 以上

血糖：110mg/dl 以上 
又は HbA1c：5.6% 以上

血圧：85又は130mmHg 以上

中性脂肪：150mg/dl 以上
又は LDL：120 以上
又は HDL：40 未満

血糖：126mg/dl 以上 
又は HbA1c：6.5% 以上

血圧：90又は140mmHg 以上

中性脂肪：300mg/dl 以上
又は LDL：140 以上
又は HDL：35未満

血糖：140mg/dl 以上 
又は HbA1c：7.0% 以上

血圧：100又は160mmHg 以上

中性脂肪：400mg/dl 以上
又は LDL：160 以上
又は HDL：30 未満

2 型 糖 尿 病・
高血圧症・脂
質異常症のい
ずれかがあり、
合併症はない
状態

生活習慣病があ
り、糖尿病性合
併症・脳血管疾
患・動脈疾患・
虚血性心疾患が
ある状態

入院を伴う四肢
切断急性期・冠
動脈疾患急性期
・脳卒中急性期、
および透析期の
状態

該当者数の割合 17.0% 25.6% 16.5% 10.2% 22.6% 7.7% 0.4%

該当者１人当たりの年間医療費 7.2万円 25.8万円 53.5万円 209.9万円

基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策（新規保健事業）

生活習慣病
の医療費に
占める割合
が高い。

被保険者の特定保健指導の対象者発生率
が高い。

 事業主とコラボして被保険者特定保健指導等の環境整備

 被保険者の特定保健指導の推進

 健診結果通知の内容を充実し健康への関心を醸成

 要医療受診者への受診勧奨

被扶養者の特定健診受診率が伸び悩んでいる。
保健指導の対象者発生率は低下していない。

生活習慣病高リスク者で医療機関の
受診歴のない人が多数存在する。

対策①

対策②

対策③

対策④

データヘルス　新規保健事業New

対策① ・事業所ごとの従業員の健康状況等をまとめたレポートを作成します。 
・事業所を訪問し、保健事業実施担当者等に健康状況を説明して理解を得ます。 
・事業所の健康課題を明示して、必要な健康対策への対応・協働を依頼します。 

対策② ・健保委託事業者による特定保健指導への協力事業所を増やします。
・被保険者の特定保健指導実施率を引き上げてメタボの人を減少させます。 

対策③ ・健診結果の経年変化をまとめた通知書を作成/送付します。（3年以上の健診結果のある方）
・自分の健康状況や将来の病気リスク等を理解してもらいます。 

対策④ ・健診後の治療放置者（血圧・血糖・脂質等）を抽出し、受診勧奨通知を作成/送付します。
・医療機関への受診をしていただき、早期の治療開始を促進します。 
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データヘルス　継続保健事業

●病気の予防・早期発見のために・・・ 
1. 健診事業 
≪被保険者の方≫　30・35 歳および40 歳以上を対象に、事業主と共同で

がん検診も含めた健診を実施 
≪被扶養者の方≫　40 歳以上を対象に、基本の健診コース（一般健診コー

スまたは特定健診コース）を実施（対象者のご自宅に
健診案内を送付）※オプション検査（胃部Ⅹ線・子宮がん・
乳がん）を付加可能

 2. 高齢者訪問健康指導（63歳以上のご家族を対象） 

●保健指導・ＰＲのために・・・
1.機関紙「やすらぎ」の発行（年2回） 
2.育児情報誌「お医者さんにかかるまでに」を新生児誕生家
庭に配布 
3.事業主との共同保健事業：メンタルヘルス対策の強化など
加入事業所の事業を支援 
4.医療費通知（年3回）・高額減額査定通知の発行 
5.ジェネリック医薬品自己負担軽減額通知の発行および利用
お願いシールの配布
6.ホームページを活用した情報提供
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　全国の健保組合は、各々が保有している加入者の健診データ、医療データを分析し、その結果に基づいてより効果的 /
効率的な保健事業を実施するという取り組みを始めることになりました。これを「データヘルス」といい、来年度より、第
1期の 3 年間がスタートします。
　マツダ健保におきましても、みなさまの「健康寿命の延伸」、事業主の「健康経営」、健保組合の「医療費の適正化」に向け、
データヘルス計画を策定しましたので概要をお知らせいたします。
　被保険者の生活習慣改善のため、従来にも増して事業主との協働を推進します。特に 40 歳以上の方々におかれまして
は、ご自分の健康に関心を持ち、保健事業を健康づくりにご活用くださいますよう、お願いいたします。

偏食、運動不足、喫煙、ストレスといった普段の習慣が、高血圧症、糖尿病、脂質異常症、動脈硬化症、心筋
梗塞、脳卒中といった生活習慣病の発症、進行に深く関わっていることがわかっています。そこで、40 歳
以上の人を対象に、健診により「内臓脂肪型肥満があり、加えて高血圧、高血糖、脂質異常のうち2つ以
上が重なったメタボリックシンドロームの状態」の人を発見し、保健師 / 管理栄養士等の専門スタッフが
「動機付け支援」「積極的支援」といった、生活習慣の改善をサポートする取り組みが実施されています。
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生活習慣病の「新生物 (がん等 )」「循環器系疾患」「内分泌・
栄養および代謝疾患」が2位～4位の上位にあり、3疾病合
計で医療費全体の27.3％を占めています。

他の健保組合よりも特定健診の受診率は高い
と言えます（H24 年他健保平均…被保険者
81.4%、被扶養者38.6%）。
しかし、受診するか否かが本人の意思に委ねら
れる被扶養者の受診率は伸び悩んでいます。　

被保険者の特定保健指導対象者発生率は、他
健保よりも高くなっています（H24年他健保平
均…被保険者21.5%、被扶養者7.0%）。

被保険者の特定保健指導終了率が低迷してい
ます（H24年他健保平均…被保険者15.8%、
被扶養者6.0%）。
被保険者に対して特定保健指導を実施してい
る事業主が限られています。

若年層では「呼吸器系疾患」の割合が高いのですが、40歳以降では「新生物 (がん
等 )」「循環器系疾患」「内分泌・栄養および代謝疾患」といった生活習慣病の割合が
高くなります。 
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・生活習慣病が重
症化するほど、医
療費は急激に増
加しています。

健康マップ
期間：H25年 4月～H26年 3月　対象者：40歳～ 64歳の特定健診受診者（被保険者&被扶養者）

←　     未通院（生活習慣病治療のための通院歴がない人）     → ←通院 /入院（生活習慣病治療歴のある人）→

正常 不健康な生活 患者予備群 治療放置群 生活習慣病 重症化 生活機能低下

正常値 保健指導が
必要なレベル

病院で診察を受けた
ほうが良いレベル

治療する必要が
あるレベル

合併症は
ない状態

合併症に
進行した状態 重篤な状態

血糖：110mg/dl 未満 
又は HbA1c：5.6% 未満

血圧：85/130mmHg 未満

中性脂肪：150mg/dl 未満
又は LDL：120 未満
又は HDL：40 以上

血糖：110mg/dl 以上 
又は HbA1c：5.6% 以上

血圧：85又は130mmHg 以上

中性脂肪：150mg/dl 以上
又は LDL：120 以上
又は HDL：40 未満

血糖：126mg/dl 以上 
又は HbA1c：6.5% 以上

血圧：90又は140mmHg 以上

中性脂肪：300mg/dl 以上
又は LDL：140 以上
又は HDL：35未満

血糖：140mg/dl 以上 
又は HbA1c：7.0% 以上

血圧：100又は160mmHg 以上

中性脂肪：400mg/dl 以上
又は LDL：160 以上
又は HDL：30 未満

2 型 糖 尿 病・
高血圧症・脂
質異常症のい
ずれかがあり、
合併症はない
状態

生活習慣病があ
り、糖尿病性合
併症・脳血管疾
患・動脈疾患・
虚血性心疾患が
ある状態

入院を伴う四肢
切断急性期・冠
動脈疾患急性期
・脳卒中急性期、
および透析期の
状態

該当者数の割合 17.0% 25.6% 16.5% 10.2% 22.6% 7.7% 0.4%

該当者１人当たりの年間医療費 7.2万円 25.8万円 53.5万円 209.9万円

基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策（新規保健事業）

生活習慣病
の医療費に
占める割合
が高い。

被保険者の特定保健指導の対象者発生率
が高い。

 事業主とコラボして被保険者特定保健指導等の環境整備

 被保険者の特定保健指導の推進

 健診結果通知の内容を充実し健康への関心を醸成

 要医療受診者への受診勧奨

被扶養者の特定健診受診率が伸び悩んでいる。
保健指導の対象者発生率は低下していない。

生活習慣病高リスク者で医療機関の
受診歴のない人が多数存在する。

対策①

対策②

対策③

対策④

データヘルス　新規保健事業New

対策① ・事業所ごとの従業員の健康状況等をまとめたレポートを作成します。 
・事業所を訪問し、保健事業実施担当者等に健康状況を説明して理解を得ます。 
・事業所の健康課題を明示して、必要な健康対策への対応・協働を依頼します。 

対策② ・健保委託事業者による特定保健指導への協力事業所を増やします。
・被保険者の特定保健指導実施率を引き上げてメタボの人を減少させます。 

対策③ ・健診結果の経年変化をまとめた通知書を作成/送付します。（3年以上の健診結果のある方）
・自分の健康状況や将来の病気リスク等を理解してもらいます。 

対策④ ・健診後の治療放置者（血圧・血糖・脂質等）を抽出し、受診勧奨通知を作成/送付します。
・医療機関への受診をしていただき、早期の治療開始を促進します。 

③ 

健
診
結
果
通
知

① 

事
業
所
別
レ
ポ
ー
ト

④ 

受
診
勧
奨
通
知

データヘルス　継続保健事業

●病気の予防・早期発見のために・・・ 
1. 健診事業 
≪被保険者の方≫　30・35 歳および40 歳以上を対象に、事業主と共同で

がん検診も含めた健診を実施 
≪被扶養者の方≫　40 歳以上を対象に、基本の健診コース（一般健診コー

スまたは特定健診コース）を実施（対象者のご自宅に
健診案内を送付）※オプション検査（胃部Ⅹ線・子宮がん・
乳がん）を付加可能

 2. 高齢者訪問健康指導（63歳以上のご家族を対象） 

●保健指導・ＰＲのために・・・
1.機関紙「やすらぎ」の発行（年2回） 
2.育児情報誌「お医者さんにかかるまでに」を新生児誕生家
庭に配布 
3.事業主との共同保健事業：メンタルヘルス対策の強化など
加入事業所の事業を支援 
4.医療費通知（年3回）・高額減額査定通知の発行 
5.ジェネリック医薬品自己負担軽減額通知の発行および利用
お願いシールの配布
6.ホームページを活用した情報提供
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